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介護予防普及啓発講座を開催し、介護予防の意識を
高める。

介護予防普及啓発講座：年30回
内容：もしバナゲーム、フレイル予防、認知症予防、
権利擁護、介護保険制度　等

介護予防普及啓発講座で高齢者団体や若い世代の団
体への包括の周知を行う。

講座の開催時に、包括のPRを行いチラシを配布する

地域資源の開発のため、自治会、民生委員、介護・
福祉関係機関等と連携・協働する。

居場所づくり：伊太地区　等

民生委員と顔の見える関係づくりをして相談しやす
い関係を構築していく。

意見交換会：年２回

様々な世代の認知症サポーターを養成する。 認知症サポーター養成講座の開催：年５回

認知症について学んだり、認知症の人やその家族が
参加できる場所づくりについて検討していく。

チームオレンジしまいち連絡会：年４回
「認知症マフ」や「認知症よくわかるた」を活用し
た、普及啓発活動：随時

地域の企業と顔の見える関係を作り、高齢者の相談
窓口として周知していくとともに、地域の課題を共
有していく。

第一地区高齢者見守りあんしんネットワーク通信の配
布：年２回　配布先：ネットワーク参加事業所
意見交換会を行う：年1回

地域の企業が行っている高齢者への配慮や取り組み
を把握するための聞き取りを行う。

企業への聞き取り
把握した情報をまとめ専門職や住民に向け発信する
連携してできる新たな支援策の検討を行う

医療・ケアを提供する専門職の会を定期的に開催す
る。

ケアカフェ：年３回
参加者：医師、薬剤師、ケアマネ、介護事業所、医療
介護連携室、行政、住職　等

介護支援専門員に対する連携体制づく
りと実践力向上支援

介護支援専門員との連携強
化を図り、ケアマネジメン
トの質の向上につながるよ
う支援していきます。

ケアマネジメントの質の向上につながる研修、情報
提供を定期的に行う。

ケアマネ連絡会：年３回

高齢者虐待防止と成年後見制度の利用
支援

虐待対応についての理解を
深め、相談しやすい環境づ
くりに繋げます。

相談後の流れや包括、市の対応方法を可視化したも
のを作成し周知する。

ケアマネ向けに研修を開催する
内容：相談からコア会議までの流れ、コア会議概要、
ケアマネに協力していただきたい内容等
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多職種、多機関とのネットワーク構築

多職種、多機関、一般企業
が連携を図り高齢者に対し
て多方面からアプローチで
きる体制づくりを目指しま
す。

具体的な取り組み
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高齢者を地域で支える体制づくり
高齢者への支援やサービス
を地域で一体的に提供して
いくことを目指します。

認知症施策の推進
認知症にやさしい地域づく
りを目指します。


